
１．観光ガイド及び滞在型観光コースの検討

　（1）宇奈月ガイドの会　養成講座の開催（年４回）

　（2）ガイドツアー商品化「うなさんぽ」春（14回）秋（10回）

■ 滞在型観光による宿泊・交流人口の拡大

　（1）近隣市町との連携強化

　　・新川地域観光開発協議会での出向宣伝

　　・釣った魚を焼いて食べる黒部川で釣り体験

　　・昼からクイっと。温泉街で角打ち体験！　など

２．まちなかの活性化

　　・宿泊施設改修

　　・観光施設改修

　　・廃屋の撤去

■黒部峡谷鉄道沿線の魅力創出

（1）欅平周辺の魅力創出

　・名剣温泉までのバリアフリー化及び電動車いすの導入（10月予定）

■金沢市との連携強化

■黒部への誘客プロモーション

黒部への誘客及び黒部宇奈月キャニオンルートのPR

　VリーグKUROBEアクアフェアリーズを活用した

　広告業務委託（遠征バスラッピング）

黒部宇奈月キャニオンルート一般開放及び広域的取組について

■ 観光ガイド 宇奈月ガイドの会「ハートの台地」の活動促進

【名称】:宇奈月ガイドの会（ハートの台地）令和2年4月設立

【会長】:河田　稔（宇奈月温泉自治振興会長）/会員21名

【目的】:黒部宇奈月キャニオンルート一般開放・旅行商品化に向けた現地ガイドの養成

　　・富山湾・黒部峡谷・越中にいかわ観光圏による広域観光の推進と北陸DCに向けた取組強化

　（2）旅行者と現地人を繋げる旅行商品の販売

　（1）地域一体となった観光地・観光産業の再生・高付加価値化事業

■北陸新幹線３温泉駅連携事業（黒部宇奈月温泉駅、加賀温泉駅、芦原温泉駅）

　　8/19　黒部宇奈月温泉駅でのサクラ咲クフェスタ2023において、山代、山中、片山津、
　　あわら温泉の各観光担当者がアピールを行った

■地区住民と商店街連携によるまちなかの活性化・景観整備

３．黒部峡谷沿線の新たな見どころ発掘

４．広域的取組

■黒部市レンタサイクル事業

　黒部市の観光拠点にレンタサイクルを配置（魚津市と連携し相互乗り入れ準備中）

　・金沢市での「宇奈月温泉開湯100周年・北陸新幹線延伸シンポジウムを開催（2/23）

　・セレネ美術館の展示物（黒部峡谷日本画）を21世紀美術館で展示することにより、黒部峡谷
　　及び黒部宇奈月キャニオンルートの魅力を広くPRする予定

黒部峡谷の入口に位置する宇奈月温泉において個人旅行へのシフト対応

や景観の向上を目的とし、食事会場の個室化、廃業したホテルの撤去、

宿泊客に回遊を促すため観光施設の外観・内観の改修などを実施する。

ガイドツアー「うなさんぽ」

R4年度実施写真

金沢でのシンポジウム


